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【背景】我々は微小領域における高速排熱・集熱を可能にするアクティブな熱流制御デバイスの

実現に向けた研究を進めている．そのなかで，Sr–Cu–O 系材料のスピン配列または結晶構造の秩

序化に伴う熱伝導性の向上を見出し，μmオーダーの高熱伝導性結晶のラインパターニングに成功

している 1)．本報告では，熱処理による熱伝導性の向上と Raman 散乱スペクトルの関係を調査し

た．加えて，高強度レーザー照射による構造変化を利用した熱流路のパターニング及びサーモグ

ラフィカメラを用いた温度拡散イメージングを示す． 

【実験】高周波スパッタ装置を用いて石英ガラス基板上に SrCuO2を作製した（厚さ~0.6 m）．試

料を 300–600°C，大気中で 400 s間アニールした．アニール前後の試料について，Raman 散乱スペ

クトル，及び，周期加熱法により面内方向の熱拡散率を調べた．ファイバーレーザー光（波長: 1090 

nm, スポット径: ~20 μm，強度: ~0.5 W ）をスキャンし，ライン状に構造変化を誘起した．レーザ

ーダイオード光（波長: 405 nm）で点加熱した時の温度拡散を高分解能サーモグラフィカメラで調

べた． 

【結果と考察】Fig. 1 はアニール前後にお

ける試料の Raman 散乱スペクトルである．

熱処理温度の増大とともに 600 及び 1040 

cm–1 付近のピーク位置が低波数側へシフ

トする．挿入図は，構造変化ラインを点加

熱したときの温度拡散像である．ラインの

長軸方向に広がった等温線は，ラインに沿

った異方的熱拡散を示唆している．以上の

構造変化及び熱拡散の変化について議論

する．【参考文献】1) N. Terakado et al., Thin 

Solid Films 603, 303 (2016); 高橋良輔ら：第

63 回応用物理学会春季学術講演会予稿集，

20p-W323-4, (2016). 

Fig. 1. Raman spectra of SrCuO2 sputtered films before and 

after annealing at 300–600°C. The inset shows a 

thermographic image of the film heated by 405 nm-LD light. 

The dashed line surrounds the area where high-power fiber 

laser light was scanned. 
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